
「 平 成 ２ ２ 年 度 授 業 づ く り 講 座 Ⅰ 」 実 施 報 告 書

講 座 名 「 週 案 活 用 で 授 業 力 ア ッ プ 」

講 師 池 間 生 子 （ 那 覇 市 立 教 育 研 究 所 長 ）

実 施 日 時 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） １ ５ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ４ ５

参 加 者 ３ ６ 人

講 座 内 容 ■ 日 々 の 授 業 の 充 実 を め ざ し て

・ 指 導 内 容 の 見 通 し を も つ （ 週 案 活 用 ）

・ 目 標 の 達 成 に 適 し た 教 材 の 準 備

・ 児 童 生 徒 の 視 点 に 立 っ た 授 業

・ 授 業 を 支 え る 学 習 の 約 束 ご と

・ 教 師 自 身 が 言 葉 に 責 任 を 持 つ 大 切 さ

・ ベ テ ラ ン 先 生 か ら の ア ド バ イ ス

・ 信 頼 関 係 を 取 り 戻 す

・ 週 案 作 成 の ポ イ ン ト を 知 ろ う 講 師 ： 池 間 生 子 所 長

感 想 質 問 ○ 週 案 の 書 き 方 に す ご く 悩 ん で い ま し た 。例 え ば「 授 業 の 変 更 が あ っ た 時 、

な ど 書 き 直 さ な い と い け な い の か 」 な ど で す 。 赤 ペ ン で 直 す 方 法 を 知 り 、 こ

れ か ら は 良 い 週 案 が 書 け そ う で す 。

○ 授 業 中 の 子 ど も の 様 子 や 授 業 で の 改 善 点 な ど 、「 気 づ き 」 を 書 く こ と で

今 後 の 授 業 に 活 か す こ と が で き 、 授 業 力 の 向 上 に つ な が る こ と が 分 か り

ま し た 。

○ 反 省 点 な ど の 書 き 方 が わ か り 、 何 の た め に 週 案 を 書 く の か が 理 解 で き た

の で 、 週 案 を 書 く こ と が 苦 痛 で は な く な る よ う な 気 が し ま す 。

○ 「 週 案 は 最 低 限 の 教 材 研 究 」 と い う 言 葉 の 意 味 が よ く 理 解 で き ま し た 。

○ 「 教 室 で 守 る べ き 最 低 限 の ル ー ル 」 が 徹 底 で き て い な か っ た 。 ま ず 学 級

経 営 を し っ か り し て い き た い と 思 い ま す 。

○ 日 々 の 反 省 や 次 へ の 改 善 点 を 週 案 に 記 入 す る 必 要 性 が 理 解 で き ま し た 。


